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H167-208-315 チューブベリーのメガネケース
幅約10cm、全長約21cm、フタ約6cm
チューブベリー（30m巻）
 　　　　　

・ハマナカあみあみファインネットハーフサイズ（H200-603-102）銀………1/2枚
・ハマナカ留め具楕円ひねり（H206-050-2）銀………1組
クラフトハサミ（H420-001)、メジャー、ドライバー
ボンド(H204-513)または テープ手芸用両面テープ(H204-514)

☆でき上がり寸法
☆使用糸
 　　　　　

☆副資材

☆用意するもの

使用量使用色
0.4巻シルバー(Ｎｏ.6)

この作品はレシピ2枚です（2-1）

<２０20S/S>

〈テープ手芸の基礎〉

チューブベリーに表裏はありません。ネットを2～3回拾ったら、
テープをまっすぐ引きます。無理に引くとネットが切れる場合があります。
※ファインネット金・銀は多く通しすぎると、
　摩擦で表面の箔が剥がれることがありますのでご注意ください。

1 ネットをカットし、組み立てます
下図のようにネットをカットします。

デザイン／ハマナカ企画

61マス

＝ カットする部分

101マス

30
マ
ス

13マス 本体

通し終わりは、5cm程度重ねて通し
ボンドまたは両面テープをつけ、
根元でテープをカットします。
※ボンドはつけすぎないよう注意してください。

③カットする①ボンドまたは両面テープをつける②テープを引く

ボンドから直接つけにくい時は
紙などに少量出してつまようじ等
先の細いものでつけましょう。

ボンドがつけにくいときは ...

〈留め具つけ位置の
カット図〉
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H167-208-315（2-2）

タテのテープ端はヨコを通したあと、
図のように折り返して始末する

(フタ側も同様 )

（表側）

タテのテープ端の始末

本体 (1 枚 )

２ テープをカットし、ネットに通します
テープを指定の長さ・本数にカットします。
テープ手芸の基礎(2-1)を参照しながら、タテ→ヨコの順に通します。
テープの端にはボンドまたは両面テープをつけてカットします。
指定位置に留め具を取りつけます。
脇かがりひもで前と後の合印同士(☆・★)とフタを巻きかがります。

テープカット数
65cm×6本

75cm×2本

タテ
80cm×8本ヨコ

脇かがりひも

テープ端の始末の
仕方は (2-１) ページ参照

タテはテープの端を約10cm
残して通し始めます。

通すときは｢ネット3本とばして
１本拾う｣のくり返しです。
ネットを拾う位置を
交互にずらします。

タテの通し方ポイント !

脇の巻きかがり方
※図は実際の通し方と
　異なります(本体部分)

テープの端は
斜めにカットすると
通しやすい

①端まで通す

②テープが裏返らない
　ように折り返して
　下のマスに通す

③

ヨコの折り返し方

テープ
裏側

テープ表側

フタ

後

前

テープの端はネットと
テープの間に通す
反対側も同様に
くぐらせて始末する

留め具つけ位置

留め具の位置は通さずに
折り返して始末する

留め具の位置は通さずに
折り返して始末する

留め具つけ位置
(ネットを左右に押し広げて取り付ける)

ヨコ通し終わり
端は折り返して始末

でき上がり図
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